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施策展開

　本計画における将来像の実現には、基本方針に沿って、市民や事業者、市等がともに参画し協力しあって施策 を展開していく必要があります。そのため、次の体系にしたがって施策展開を図ります。

１

伊丹らしい

みどり環境の確保

①身近なみどりの

充実

②魅力ある公園

　緑地づくり

③子どもを健やか

に育てていける

みどりづくり

①生物多様性の

　重要性の発信

②生物多様性の

　保全及び再生

③野生生物の保全

管理及び侵略的

生物の防除対策

の推進

①人材の育成及び

ネットワークの

強化

②身近な自然や花

緑、農に親しむ

機会の充実

③自然環境学習の

充実

みどりはまちの魅力を構成する重要な都市
基盤の一つです。これからは質の高いみど
りを育てることに軸足を置き、例え小さな
みどりであっても可能な限り確保し、その
機能をより効果的に発揮できるような施策
を展開します。

公園緑地がもつ多様な機能をまちづくりに最
大限に活かすため、安全性を最優先するなか
で地域との連携を強化し、市民等の参画と協
働を一層推進します。また、本市を代表する
大規模公園については、公園ごとの特色をさ
らに活かす取組を進めます。

子育て期にある市民等が公園に集い、ともに
楽しく遊べる空間づくりを進めます。遊具等の
公園施設については、とくに安全面と衛生面に
配慮した維持管理を行います。また、学校園
をはじめとする公共施設等のみどりの質の向
上及び農とふれあう機会の充実を図ります。

生物多様性に関する正しい知識や生物多様性
に配慮した暮らし方を普及する取組を推進し
ます。また、昆虫館を本市の生物多様性セン
ターとして位置付け、生物多様性に関する情
報発信の拠点とする中で、新たな事業展開を
図ります。

都市化の中で失われてきた地域固有の生き物
や自然環境を再生する取組を推進し、在来生
物の生息・生育空間を少しでも増やし、つな
いでいくことで地域の生態系の回復を目指し
ます。また、市民活動団体等による生物多様
性保全活動の支援を図ります。

自然環境調査と情報の収集・公開を促進しま
す。地域の自然環境を指標する生き物を市民
協働でモニタリングし、保全管理に役立てま
す。地域の生態系に重大な影響を及ぼす侵略
性の高い生き物については、外来、在来を問
わず防除対策を実施します。

みどりの質を高める取組を推進する人材育成
をはじめ、子どもたちに体験型のイベントや
動植物全般に関する環境学習プログラムを提
供する指導者や地域で生物多様性保全活動を
支えるサポーター等の育成に計画的・組織的
に取り組みます。

緑化や自然環境保全に係る取組に参加する市
民が限定的なため、情報発信における新たな
媒体の活用をはじめ、花緑や自然、農に親し
む活動への参加・協働の機会を増やすなど、
みどりに関心を持つ市民の裾野を広げる取組
を充実します。

学校園、生涯学習施設、地域、家庭等の様々
な場において、子どもから大人までが身近な
自然とのふれあいを通じた自然環境学習に取
り組みます。昆虫館では市域の生き物全般に
係る情報・資料の蓄積と公開、生物多様性に
関する学習活動を充実します。

市域面積に対する永続性のある
緑地の割合（％）

大阪国際空港周辺緑地（伊丹
スカイパーク）の来園者数の
合計（人）

学校園による緑地等の教育利用
回数（回）

昆虫館の利用者数（人）

在来生物の種類数（種）

カラスの個体数（％）

人材育成に関する講座等の
修了者数（人）

市民緑化協定等の件数（件）

伊丹市の生物多様性に関する
教材等作成件数及び生物多様
性保全活動に参加する学校団
体数（団体）

①防災、環境改善等の機能を有する都市公園、農地等オープンスペースの確保
②「伊丹市街路樹管理計画」に基づく快適でうるおいのある道路緑化の推進
③農地（生産緑地）の保全・活用
④安全性や快適性、地域特性、生物多様性に配慮した伊丹らしいみどりの充実
⑤在来植物による緑化の推進

①昆陽池公園他、大規模公園それぞれの特色を活かした魅力づくりの推進
②昆陽池等の水環境の保全
③地域ニーズに応じた都市公園等の整備・再整備の推進
④都市公園等を活用した健康づくりの推進

①公園施設の長寿命化計画に伴う遊具等の適切な維持管理の推進
②子どもたちがのびのびと運動し、子育て世代が楽しく交流できる公園・広場づくり
の推進

③校園庭、通学路、公共施設等のみどりの質の向上
④農とふれあう機会の充実及び食育の推進

①身近な生き物や生物多様性に関する正しい知識及び暮らし方の普及
②昆虫館における身近な生き物や生物多様性に関する展示教育活動等の推進
③地域の自然や歴史文化を再認識できる場の確保

①昆陽池公園における生物多様性の保全及び再生
②地域を特徴づける生物多様性の保全及び再生
③伊丹に由来する地域性在来生物の保全及び育成
④広域的なエコロジカルネットワークの形成

①自然環境調査の推進
②自然環境情報の蓄積・公開及び評価
③貴重な野生生物の保護対策の推進
④侵略的生物の防除対策の強化

①地域に密着した実践的人材の育成
②みどりのまちづくりや生物多様性保全活動を牽引するリーダー的人材の育成
③みどりづくりに関わる多様な主体の連携・協働に向けた仕組みづくり

①みどりに関わる協働の裾野を広げる取組の推進
②コミュニティガーデンづくりの推進
③活動団体による協働の取組に対する活動支援

①学校園における身近な自然や生き物を対象とした学習の推進
②昆虫館における展示収蔵資料や昆陽池の自然資源を活用した学習の推進
③生物多様性に関する学習の場の充実

２

生物多様性を

未来につなぐ

３

参画と協働

による推進
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計画の推進

伊丹の貴重な野生生物

伊丹市環境基本計画（第３次）より引用 

伊丹市マスコット　たみまる

2 市 306-1-099 A4


